
16 - 16
23 - 12
24 - 26

Ｃ 19 - 17
Ａ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 0 0 5 10 0 0 3 3 3 6 3 1 0 0
4 * 0 0 1 2 1 2 2 0 1 1 2 4 0 0
6 0 1 1 2 5 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0
7 * 0 0 7 13 0 0 3 1 4 5 2 0 0 0
10 * 1 2 2 4 1 1 1 0 1 1 1 1 2 1
14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20 0 0 0 2 2 1 2 3 1 2 3 1 1 0 0
21 * 0 0 6 11 6 9 3 4 6 10 3 0 0 1
35 0 0 0 1 3 2 2 1 0 4 4 5 7 1 0
41 0 0 1 4 7 5 5 1 1 4 5 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

18 11 26 37 18
2 4 30 57 16 21 18 10 25 35 18 14 5 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 1 4 7 0 0 3 2 0 2 0 0 1 0
2 * 0 2 7 13 0 1 1 1 0 1 4 3 1 0
3 * 0 0 7 15 1 2 3 5 6 11 1 2 2 0
13 * 0 0 4 6 2 4 3 3 0 3 0 2 2 0
14 * 1 3 1 3 0 0 4 2 1 3 2 1 6 1
22 0 0 0 2 2 0 0 1 2 2 4 2 0 0 0
24 * 3 10 2 12 1 2 4 0 4 4 6 2 1 0
32 0 0 0 0 1 1 2 2 1 1 2 1 0 0 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 2 3 0
4 16 27 59 5 11 21 16 14 30 16 10 13 2

Team / Coach:

合　　　計
25.0% 45.8%RATE

高木 憲章 -

45.5%

Team / Coach:

合　　　計
50.0% 52.6% 76.2%

甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

小栗 尚幸 4

-

３Ｐ

加賀美 伸彰

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

中島 海里 5

71

敗チーム

11

27

３Ｐ ２Ｐ

23

21
2

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

村井 大陸 4

0 -
0 -

柳原 功希

0

7

右田 卓也 8

0 -
0

野見 悠人

-

田邉 陸也 18

13

勝チーム

82

勝ち点 5

15:00
会　　場 桃山学院大学

同志社大学

岩坪 康太朗 0

男子 ２部リーグ戦

PTS

229

試 合 日 2017.09.23

古村 健一 14

記録 関西学生バスケットボール連盟

28
永塘 哲生 3 14
下田 忠至

甲南大学

主審 水上 浩 副審 大倉 哲也

勝ち点 4コ ー ト

戦評
【総括】
インサイドに高さのある同志社大学と攻撃的なチームの甲南大学の一戦。開始から甲南大は同志社に対し徹底的
なディフェンスを見せ、相手にターンオーバーを重ねさせ得点を積み上げていった。対する同志社は、甲南大の激し
いディフェンスにボールが落ち着かない場面が見られたが、交代で入った#35村井がコントロールし、第一ピリオド後
半には逆転に成功。続く第二ピリオド序盤は両チーム一進一退の攻防を見せていたが、同志社が連続得点。そこか
ら流れは同志社が持っていき、第二ピリオド終わった時点で39対28と二桁の点差がついてしまった。第三ピリオドは
両チーム得点の取り合いを見せ、63対54と甲南大が再び点差を一桁に持ち込んだところで終了。最終ピリオド。甲南
大にとって後がない状況のなか、持ち前の攻撃力からじわじわと点差を縮め、いやな流れを同志社に与えていたが、
同志社#21田邊がインサイドで存在感を見せ、相手のムードを作らせない。甲南大も決まってほしいシュートがなかな
か入らずそのまま試合終了。82対71で同志社が勝利をおさめた。
【第一ピリオド】
先制点を決めたのは、同志社#10右田。その後すぐさま甲南大#3林中が得点して反撃。甲南大は高さのある同志
社に対して激しいディフェンスを見せ、ターンオーバーをさそう。同志社はミスを重ねていたが、#35村井が交代で
入ってきたことによりミスが減り落ち着きを見せ始め、最初は甲南大にリードを許していたものの終盤には逆転に成功
する。ラストに甲南大はフリースローを決め、16対16と同点で第一ピリオド終了。
【第二ピリオド】
同志社、甲南大ともに開始から一進一退の攻防を見せ、五点以上の差がつかない。そんな時間が続いていたが、
均衡を破ったのは同志社#21田邊と#10右田の連続得点。差が9点差に開いたところで甲南大がタイムアウト。流れを
切りたい甲南大だったが、タイムアウト後いきなり失点を許したうえ、同志社の堅いディフェンスを前に流れは引き戻
せないまま第二ピリオド終了。スコアは39対28で同志社のリード。
【第三ピリオド】
開始から両チームともに得点の取り合い。甲南大が得点を取って反撃開始かと思えば、同志社は強いインサイドで
の得点で追撃を許さない。そんな中、同志社の連続得点。残り4分を切ったところで甲南大タイムアウト。タイムアウト
明け、甲南大#24藤井の得意な3Pシュートから二桁離れていた点差を6点差にまで縮めてこのピリオド終了かと思わ
れたが、同志社#6柳原が終了間際に3Pシュートを沈め、63対54同志社リードで終了。
【第四ピリオド】
最終ピリオド、甲南大も持ち前のオフェンス力を発揮し、じわじわと点差を縮めていく。対する同志社も安定して得
点をとるも甲南大の追い上げムードにすこし押され始めた。しかし、同志社#21田邊がインサイドで強さを見せ相手の
追撃を振り払う。甲南大は#24藤井の3Pシュートがなかなか決まらず点差が思うように縮まらない。そのまま試合終
了。最終スコアは82対71で同志社の勝利。

試合ＮＯ

戦評 入江　拓実(大教大)

開始時間

10

Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

200

２ＰPTS

82
RATE

25

23

-

-
-
-

--

26

8

武田 賢章 10 15
景山 瑛登 5 40

36

小坂 旋夏 8 18
岩﨑 秀飛 14 35
林中 賢太 15

37
太田 芳熙 1 11
藤井 和月 14

- -

0 - -

0 - -
0

-

0 - -

0

71 200

0 - -
0 - -


